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吾妻学園防災手帳 

取扱説明書

本手帳の仕様 
災害時に役立つ情報と防災マップ 

A3 両面印刷の折り畳み式 
制作にあたって

「いざという時、大人にも子どもにも役立つものに」 
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使用方法 吾妻学園防災手帳 裏面 

★子どもも大人も、まずは自分の身を守るこ

とを考えましょう。 

★大人と子ども一緒によく読み、話し合いな

がら、持ち歩く準備を進めましょう。 

★書き込んだ情報は、定期的に見直しましょう。 

★災害時に必要な情報は各家庭で異なりま

す。必要な情報を書き込んだオリジナルの

防災手帳・マップを作りましょう。 

この「吾妻小防災手帳」は、平成 26 年度 

吾妻小学校が指定を受けた「地域と学校が連

携した防災教育モデル事業」の展開として、吾

妻小 PTA 広報委員会が企画・編集したもので

す。 

 

⼿帳作成の⽬的 
★手帳とマップを家族で読むこと、眺めるこ

とで、地域、学校、家庭での災害や事故から

身を守ることを考えます。 

★地域の人たちが、吾妻学園の子ども達は防

災手帳を携行していることを知り、もしも

の時にそれぞれの子どもに応じた対応を促

します。 

 

携帯のアイデア 
「鉛筆とケースに入れてランドセルへ」 

ひもやストラップをつけておくと、非常時に

首から下げることも出来ます。 

・首かけ式パスポートケース 

・100円ショップのファスナーケースにストラ

ップ・・等、工夫してみましょう。 

 
以下の内容を子どもが書き入れます。 

・自宅の位置、災害時の待ち合わせ場所（マークはマップ右下凡例参照！） 

・通学路 

吾妻地区のランドマークを塗り絵にし、地区内の自宅・待ち合わせ場所の位置関係を認識できるようにします。

・松見公園タワー 

・エキスポセンターロケット 

書き込み時のアイデア☺ 透明ふせんでカスタマイズ！ 

やぶれにくいフィルム素材のふせんを使うと、半透明で下の文字も透けて見えるので便利です。 

 

内側は 

防災マップ 

使⽤上の注意 

１ 

子ども版 

大人版 

２ 

使用方法① 吾妻学園防災マップ 

『公衆電話を活用』 
 東日本大震災の際は

携帯電話は使い物に
ならず、公衆電話が比
較的つながりやすか
った。 

「災害用伝言ダイヤル」 

被災地への通信が増加し、つ
ながりにくい状況になった場
合に NTT より提供が開始され
る声の伝言板 

・録音再生には通話料がか
かりますが、避難所の特設
電話からは無料です。 

・体験利用提供日を活用し、
概要を理解しておきまし
ょう。 

 『おかしも（ち）』

学校での災害発生時に
避難の原則を示す標語 

『色を塗ろ
う！』 

地区内の自宅・待ち
合わせ場所の位置
関係を認識するた
めに色を塗ろう！

『書き込も
う！』 

必要な情報を書き
入れ、我が家オリジ
ナルのマップにし
ましょう！ 

３

４

基本的な使い⽅ 

『大切な人の連絡先』 

遠方の親戚・知人など、自宅地
域以外の連絡先も控えておく
と、非常時に家族との連絡手段
となります。 



 

子ども版 

・大人と子ども、一緒に読みましょう。 

・災害が起きた時に子どもが自分で見る「自分で確認すること」、まわりの大人に見

せて助けをもとめる「まわりの人に見せること」という手帳の構成を確認しまし

ょう。 

・「引き渡し」について、誰が、どの順番で来るのか（きょうだいがいる場合）を確

認しましょう。 

・「待ち合わせ」は、災害が発生した時間によって、適切な場所を考えましょう。

・「まわりの人に伝えたいこと」は、大人の目線で、子どもの安全を考えた時に必要

なことを記入しましょう。 

例）子どもの健康のこと…アレルギーがあります。○○という薬を服用中。 

災害発生時の家族の約束事… 近所の○○さんの家で待たせてもらうこと。

… 

大人版 

・まず、災害発生時の「イメージトレーニング」から始めましょう。 

・情報の収集方法を裏面防災マップ「災害時の情報収集先」で確認しましょう。 

・子どもたちの引き渡しについて、確認しましょう。小・中にお子さんがいる家庭

は、引き渡しの順番に注意しましょう。 

・必ずしも「災害発生→避難所へ」とは限りません。判断の基準を確認しましょう。

・備えは大丈夫ですか？新しい建物が多い吾妻地区は、避難するよりも自宅で過ご

すことを考える方が現実的です。それぞれの家庭に合わせ、備蓄するものの種類、

数を考えましょう。 

 

『子ども版表紙』
チェック項目をま
とめました。使い方
をご家庭で確認し
ておきましょう。

使用方法② 吾妻学園防災手帳 

基本的な使い⽅ 

『安全確保の 

ために』 

お子さんの健康のこと、
お子さんとの約束事など 

を書きましょう！ 

『引き渡しについて』 

迎えを待つ子ども自身が、自分の
迎えについてしっかりと把握でき
るように記載しています。 

『情報見直し！』 

記入した日をチェ
ック！定期的に見
直しましょう。 

『まずイメトレ！』

その時、あわてないた
めにも日頃から。 

『引き渡し』 

ルール、流れ、ご存
知ですか？ 

『家族はどこにいる？』

曜日毎に家族はどこにいるか
知っていますか？ 

週間スケジュールを書いて 
  みましょう。 

『備品リストを 
我が家にカスタマイズ！』 

必要なもの、個数は家庭によっ
て違います。 

『地震が起きたら』 

中学生は、地震が起きた
らどうすれば良いか、考
えて書きましょう 


